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１．商品別貿易の見通し（通関ベース） 

⚫ ２０２１年度 ～ コロナ禍からの世界的な経済回復で輸出入ともに大幅増加も、資源・原材料市況の高騰で 

貿易赤字へ転じる 

輸出総額は 2020年度比20.7％増の 83兆8,950億円となる。内訳は、輸出数量が同12.0％増加、輸出価格が

同7.8％上昇。コロナ禍からの世界的な経済正常化に伴い、幅広い品目で輸出数量が増加する。 

輸入総額は 2020年度比 27.4％増の 87兆670億円となる。内訳は、輸入数量が同6.1％増加、輸入価格が同

20.0％上昇。資源・原材料市況の高騰を背景に、鉱物性燃料が 2020 年度比 8 割増となり、輸入総額を押し上げ

る。 

この結果、通関貿易収支は 3兆1,730億円の赤字へ転じる。 

⚫ ２０２２年度 ～ 輸出入ともに堅調に推移し、資源・原材料市況の下落で貿易赤字が縮小 

輸出総額は 2021年度比2.5％増の 85兆9,840億円となる。内訳は、輸出数量が同2.3％増加、輸出価格が同

0.2％上昇。2021年度に大幅に拡大した輸送用機器、一般機械、電気機器などの輸出が安定的な増加傾向。 

輸入総額は 2021年度比0.9％増の 87兆8,520億円となる。内訳は、輸入数量が同2.6％増加、輸入価格が同

1.6％低下。原油や石炭、鉄鉱石などの価格下落で鉱物性燃料や原料品が 2021年度比で減少に転じる。 

通関貿易収支は 1兆8,680億円の赤字と、2年連続の赤字を計上するも、赤字幅は大きく減少する。 

２．経常収支の見通し 

⚫ ２０２１年度 ～ 貿易黒字が縮小、訪日外国人の消費が減少し、経常収支黒字は大幅縮小 

経常収支黒字は16兆2,520億円に縮小する。輸出を上回る輸入の増加により、貿易収支黒字は2020年度の

3兆 9,020億円から 4,280億円へ大きく縮小する。また、新型コロナの影響により、訪日外国人の消費（いわゆる

インバウンド消費）の低迷が継続し、サービス収支赤字は 2020年度の 3兆 6,640億円から 3兆 8,400億円に拡

大する。第一次所得収支黒字は、世界的な経済回復に伴う投資収益の改善を受けて、2020 年度の 20 兆 7,720

億円から拡大し、22兆2,150億円となる。 

⚫ ２０２２年度 ～ 貿易収支黒字が拡大、経常収支黒字は 2019年度に近い水準まで回復 

経常収支黒字は 19兆 3,930億円に拡大し、2019年度に近い水準まで回復する。貿易収支黒字は、輸出の伸

びが輸入の伸びを上回ることにより、2021年度の 4,280億円から 1兆 7,430億円へ拡大する。サービス収支赤

字は、インバウンド需要が徐々に回復するなかで、2021 年度の 3 兆 8,400 億円から 2 兆 3,590 億円に縮小す

る。第一次所得収支黒字は、世界経済の堅調な推移により海外から受け取る配当金や投資収益が増加し、2021

年度の 22兆2,150億円から 22兆3,520億円へ拡大する。 

２０２２年度わが国貿易収支、経常収支の見通し 
～ 輸出入は堅調に回復、貿易収支赤字は改善し、経常収支黒字も拡大 ～ 
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Ⅱ. 総 括 表 

 

 

 

 

Ⅲ. 今回見通しのポイント 

当会の見通しの特徴は、専門委員会参加8商社が社内外にヒアリングなどを行い、それらを商品別に

積み上げて作成している点である。今回の見通しは、2020年度より継続するコロナ禍による落ち込みか

（10億円） （10億円） （10億円）

通 関 貿 易 収 支 1,134  +2,416  ▲ 3,173  -4,307  ▲ 1,868  +1,305  

　 輸　　出 69,486  (-8.4%)  83,895  (20.7%)  85,984  (2.5%)  

数量要因 -9.4% 12.0% 2.3%

価格要因 1.0% 7.8% 0.2%

　 輸　　入 68,352  (-11.4%)  87,067  (27.4%)  87,852  (0.9%)  

数量要因 -3.5% 6.1% 2.6%

価格要因 -8.5% 20.0% -1.6%

（10億円） （10億円） （10億円）

 貿易・サービス収支貿易・サービス収支 238  +1,471  ▲ 3,412  -3,650  ▲ 615  +2,796  

　 貿 易 収 支 3,902  +3,418  428  -3,474  1,743  +1,315  

 輸    出 68,351  (-8.6%)  82,524  (20.7%)  84,579  (2.5%)  

 輸    入 64,449  (-13.2%)  82,096  (27.4%)  82,836  (0.9%)  

　 サービス収支 ▲ 3,664  -1,946  ▲ 3,840  -176  ▲ 2,359  +1,481  

 所    得    収    支第一次所得収支 20,772  -869  22,215  +1,443  22,352  +137  

 経 常 移 転 収 支第二次所得収支 ▲ 2,757  -1,277  ▲ 2,551  +206  ▲ 2,344  +207  

  経 常 収 支 18,253  -674  16,252  -2,001  19,393  +3,141  

（注）金額は表示単位未満を四捨五入しているため計算が合わないことがある。

世 界 貿 易 (暦年) ▲ 4.9 ％ 10.1 ％ 5.0 ％

世 界 経 済 (暦年・実質) ▲ 3.1 ％ 5.7 ％ 4.5 ％

 米　　　 国 ▲ 3.4 ％ 6.0 ％ 4.1 ％

　 ユ ー ロ 圏 ▲ 6.3 ％ 4.8 ％ 4.2 ％

　 アジア新興国市場及び途上国・地域 ▲ 0.8 ％ 7.2 ％ 5.9 ％

日 本 経 済 (年度・実質） ▲ 4.4 ％ 3.0 ％ 2.7 ％

（注１） アジア新興国市場及び途上国・地域はIMF定義によるEmerging and Developing Asia。

（注２）
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上記の前提条件に加え、11月中旬の外国為替市場および原油市場の動向を参考に、円相場は２０２１年度111円/ドル、２０２２年度112円/ドル。原油入着価格は

２０２１年度77ドル/バレル、２０２２年度70ドル/バレルとの前提条件をおいて積み上げ作業を実施。

２０２２

【 前 提 条 件 】

２０２０ ２０２１
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ら、各国経済、国際貿易、国民生活が回復途上にあるなか、以下の前提条件を設定して作成したもので

ある。①2022 年度には主要国で新型コロナ感染が抑制され、ワクチン普及や重症化防止の治療法確立

により、ウィズコロナでの各国経済活動が正常化する、②国内でも新型コロナの影響は減少し、ウィズコ

ロナでの経済活動は正常化に向かう、③半導体などの供給不足は 2022年度後半には解消される。 

 

今後の貿易動向は、国内外における新型コロナの収束度合いと、ウィズコロナにおける経済活動正

常化の進展、および半導体などの供給不足の解消時期などに大きく左右されると考えられるため、見通

しからの上振れ、下振れの可能性はあるが、今回の見通しのポイントとして以下の 3点が挙げられる。 

 

① 2020年度の輸出・輸入は新型コロナの影響で大きく下振れしたが、2021年度はワクチン普及や治

療法確立などにより、さまざまな制約がありながらも急回復し、コロナ禍前の 2019 年度水準を上

回る状況。 

② 2022年度は経済正常化などで輸出が 85兆9,840億円、輸入が 87兆 8,520億円となり、いずれも

過去最高額の予想。輸出入が安定的な増加傾向に転じ、貿易収支も均衡に近づく見通し。輸入は

資源価格に左右される可能性があるが、輸出は主要国の景気回復に伴い、主力の自動車などの

輸送用機器や半導体などの電気機器を中心に、多くの品目で増加を見込む。 

③ 経常収支についても、2022年度は 20兆円に近づき、歴史的にも高い水準となる予想。 

 

見通しでは、輸出総額（通関貿易統計ベース）は 2021年度に 2020年度比20.7％の大幅増加を記録し

た後、2022年度は同2.5％増の安定増加という予測となった。 

まず、2021 年度の輸出は、2020 年度にコロナ禍により急減した後、総じて回復している。見通しにお

いては、新型コロナが収束方向に向かうことで、各国での外出規制などで抑制されていた需要が大幅回

復することを織り込み、2021年度を通じた輸出の伸び率は 2桁の大幅な回復（2020年度比 20.7％増）に

なると予測する。商品別に見ると、2019年度の水準まで回復する品目も多いと予想する。 

次に、2022 年度の輸出は、2021 年度比で増加ながら、安定的な増加（2021 年度比 2.5％増）にとどま

るが、商品別に見ると、ほぼ全ての品目が 2019 年度の水準を上回ると予想する。仮に今回の前提条件

に反して、主要国で新型コロナが再拡大し経済正常化が阻害される、あるいは、供給不足の解消が遅

延するような場合には、輸出の伸びが下振れる可能性もあると予想する。 

 

一方、輸入総額は 2021年度に 2020年度比 27.4％の大幅増を記録した後、2022年度は同 0.9％の増
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加にとどまるという予測になった。 

まず、2021 年度の輸入の大幅増については、世界経済全体や貿易が 2020 年度のコロナ禍による大

きな落ち込みから回復していることの影響が大きい。また、原油に代表される資源や原材料の市況上昇

も強く影響した。 

次に、2022年度の輸入は2021年度比0.9％の増加と、ほぼ横ばいにとどまると予測した。この理由の

一つは、資源・原材料の市況高騰は 2021 年度にピークとなり、2022 年度は安定的に推移し、輸入価格

は若干下落する（2021 年度比 1.6％減）と予想したことが挙げられる。さらに、日本経済の実質 GDP は

2022 年度中にようやくコロナ禍前の 2019 年度水準に戻ることから、内需回復は緩やかで、輸入も同様

な水準にとどまると予想する。 

 

以上の結果、2021年度、2022 年度の通関貿易収支は、それぞれ 3 兆 1,730 億円の赤字、1 兆 8,680

億円の赤字になると予測する。 

 

2021年度の経常収支は、2020年度のコロナ禍による内需の落ち込みからの回復や、資源・原材料の

市況高騰などによって貿易黒字が大きく縮小したことにより、2020 年度の 18 兆 2,530 億円から 16 兆

2,520 億円の黒字へ減少すると予測した。2022 年度の経常収支は、貿易収支の改善、インバウンド消費

の持ち直し、第一次所得収支の黒字増により、19兆3,930億円の黒字となり、2019年度に近い水準に戻

る見通しである。主に対外投融資による利子や配当の受け払いを集計した第一次所得収支黒字は、世

界経済の改善を反映して、2021年度、2022年度ともに 2019年度の水準を上回ると予測する。 

 

Ⅳ.主要商品別の見通し（通関ベース） 

１．輸  出 

◆◇◆２０２１年度◆◇◆ 

世界経済が 2020年度のコロナ禍から大きく回復するなかで、2021年度の輸出は 2020年度比 20.7％

の増加となる。内訳は、数量が同12.0％の増加、価格が同 7.8％の上昇となる。 

品目別に見ると、輸出額が大きい自動車などの輸送用機器が 14.6％増、原動機などの一般機械が

13.5％増、半導体等電子部品などの電気機器が 15.0％増となるほか、軽油などの鉱物性燃料が 107.9％

増、鉄鋼・非鉄金属などの原料別製品が 41.0％増となる。自動車関連を含む輸送用機器は、上半期は主

要輸出先である米国と中国の経済回復を主要因に大幅に回復するも、下半期は半導体不足と東南アジ
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アでの新型コロナ再拡大により拡大ペースは鈍化しており、2019年度の水準までは回復しない。一般機

械は、半導体メーカーの設備投資意欲が強いなか、半導体等製造装置の需要拡大が続く。半導体等電

子部品などの電気機器は、新型コロナ収束などによる経済活動の回復が進むなか、半導体需要は拡大

しており、特にサーバー市場における AI 需要、5G 対応、巣ごもり需要などに高水準な需要が続いてい

る。軽油などの鉱物性燃料は、原油価格上昇や海外需要拡大および軽油などが市況回復に伴う輸出採

算改善を背景に増加している。鉄鋼・非鉄金属などの原料別製品は、海外経済活動の正常化とともに、

市況高騰で価格が急上昇し、数量も大きく増加している。 

 

◆◇◆２０２２年度◆◇◆ 

世界経済の正常化が進むなか、日本の主要輸出相手国である米国と中国の経済が堅調に推移し、

2022年度の輸出は 2021年度比2.5％の増加となる。内訳は、数量が同2.3％の増加、価格が同0.2％の

上昇となる。 

品目別に見ると、輸送用機器が 7.6％増、一般機械が 0.5％増、電気機器が 4.0％増、原料別製品が

1.8％増となり、21.1％増と好調が継続する鉱物性燃料以外は、2021 年度の急回復から、それぞれ安定

的な増加へと転換している。輸送用機器の自動車関連は、新型コロナ収束による東南アジアなどをはじ

めとするサプライチェーン混乱の解消を見込み、数量・金額ともに 2019 年度水準まで回復する見通し。

一般機械は半導体等製造装置が堅調に推移する見通しながら、一部機械は、環境規制の高まりにより

様子見の状況が続くとみられるため、ほぼ横ばいにとどまる。電気機器は、半導体などの部品供給不足

による生産への影響が懸念されるなか、半導体関連の高い需要が継続し、堅調に推移する見通し。原

料別製品は、世界経済の回復基調が継続することもあり、2021年度から小幅に増加する見通し。鉱物性

燃料は、軽油のアジア向け・豪州向けの堅調が持続、国際線航空機向けジェット燃料需要も拡大し、引

き続き大幅増となる。 

 

２．輸  入 

◆◇◆２０２１年度◆◇◆ 

2021年度の輸入は、2020年度のコロナ禍による落ち込みの反動や、資源・原材料の市況高騰が大き

く影響し、2020 年度比 27.4％の大幅増となる。内訳は、数量が同 6.1％の増加、価格が同 20.0％の上昇

となる。 
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品目別に見ると、輸入額が大きい原油などの鉱物性燃料が 79.5％増、ワクチンを含む医薬品などの

化学製品が 27.9％増、半導体等電子部品などの電気機器が 12.2％増となるほか、鉄鉱石などの原料品

が48.3％増となる。新型コロナが収束方向に向かうことによる国内経済活動の正常化を受けた輸入数量

の増加に加え、資源・原材料の市況高騰の影響が大きい。鉱物性燃料は、原油価格の上昇や国内経済

の回復に伴い、原油や LNG、石炭の輸入が大幅に増加する。化学製品は、医薬品のうち新型コロナワ

クチンだけで輸入額は年間で 1 兆円程度となる見通しで、医薬品以外でも多くの品目が拡大する。電気

機器は、好調だった上半期に比べ、下半期は携帯電話などが部品不足による生産減や個人消費低迷に

より増加が鈍化する見通し。原料品は、経済活動再開のなかで、価格が高水準を維持し、需要も回復し

つつあるため、鉄鉱石・非鉄金属鉱ともに、価格と数量が 2020年度から大幅に改善する。ほとんどの商

品が増加に転じる一方、原料別製品の織物用糸・繊維製品は、2020 年度のマスク特需の反動と需給安

定化を主因に大幅な減少となる。また、一般機械の電算機類は、2020 年度に大きく盛り上がったテレワ

ーク普及に伴う法人需要や「GIGAスクール計画」に伴う学校需要に対して、反動減が生じる。 

 

◆◇◆２０２２年度◆◇◆ 

2022 年度の輸入は、資源・原材料の市況高騰の反動に伴う価格の下落や、国内経済の緩やかな回

復のため、2021年度比0.9％の増加と、ほぼ横ばいにとどまると予測した。内訳は、数量が同2.6％の増

加、価格が同 1.6％の下落となる。 

品目別に見ると、輸入額が大きい鉱物性燃料が 3.5％減、化学製品が 1.0％減、原料品が 9.8％減とな

る。鉱物性燃料は、原油や石炭の価格下落を主因に、原油や石油製品、石炭が減少に転じる。化学製

品は、2021年度並みの水準ながら微減となる見通し。新型コロナワクチンの輸入額は 2021年度並みを

想定、ただし対応薬の輸入が始まる可能性がある。原料品は、鉄鉱石価格の落ち着きなどによって、

2021年度から減少する見通し。 

 

Ⅴ.経常収支の見通し 

◆◇◆２０２１年度◆◇◆ 

経常収支は16兆2,520億円となり、2020年度の18兆2,530億円から黒字が縮小する。内訳を見ると、

貿易収支は、輸入の増加が輸出の増加を大きく上回り、2020年度の 3兆9,020億円から 4,280億円に黒

字が大きく縮小する。サービス収支は、2020 年度同様に、コロナ禍の影響によるインバウンド需要減が

継続しており、赤字が 2020年度の 3兆6,640億円から 3兆8,400億円に拡大する。第一次所得収支は、



 

 ７ 

世界的な経済回復に伴う投資収益の改善を受けて、2020年度の 20兆 7,720億円から 22兆 2,150億円

へ黒字が拡大する。 

 

◆◇◆２０２２年度◆◇◆ 

経常収支は、コロナ禍前の 2019年度に近づく水準へ回復し、19兆3,930億円の黒字となる。内訳を見

ると、貿易収支は、輸出の伸びが輸入の伸びを上回ることにより、1兆7,430億円に黒字が拡大する。サ

ービス収支は、インバウンド需要が徐々に回復するなかで、赤字が 2兆 3,590億円に縮小する。第一次

所得収支は、世界経済の堅調な推移を背景に、海外から受け取る配当金や投資収益が拡大し、黒字が

22兆3,520億円へ拡大する。 

 

以  上    


